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原著論文
日本におけるアンチ･ドーピング活動の現状と課題
ジュニアレスリング選手を対象としたアンチ･ドーピングに関する意識調査より
久木留毅､飯田義明
The Current State of Anti-Doping Activities in Japan and Their Problems
Based on a Survey on the Consciousness about Anti-Doping among Junior Wrestlers
Takeshi KUKIDOME, Yoshiaki IIDA
Abstract
The purpose of this study was to conduct a questionnaire survey on anti-doping activities
for junior age groups of sports organizations, to extract issues about anti-doping activities
for Junior age groups from the results of the survey and to propose strategies for anti-
doping in sports. The respondents of the questionnaire were all the 522 players (497 males
and 25 females) who participated in the 2005 JOC Junior Olympic Cup for Wrestling (Junior
Division: 17-20 years of age). There were 96 males (20%) and 7 females (30%) who were
interested in anti-doping. The sources of information on anti-doping most often cited by the
respondents were managers and coaches (113 males and 8 females). 346 males (71%) and 12
females (48%) thought that supplements were necessary for wrestling games, and 263 males
(540/o) and 6 females (250/o) were taking supplementsfor daily training. There were 8 males
(2%) and 2 females (8%) who had taken diuretics during weight reduction, and 22 males (5%)
and 1 female (4%) who had been on drips or had had vitamin shots after weigh-ins, small
minorities in both cases. These findings have made it clear that there is a need to start
educating and enlightening at the level of junior age groups and improve the quality of
leaders for implementing anti-doping activities.
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Strategies Proposed
1) The JOC should make it obligatory for national federations of sports to hold anti-doping
seminars in cooperation with the JADA once or more a year at their training camps for
junior and kids age groups.
2) The JOC should organize a textbook on anti-doping for the age groups of junior and kids
who belong to national federations of sports in cooperation with the JADA.
3) The JOC and the JISS should collaborate in drawing up guidelines for supplements and
distribute them to national federations of sports.
4) The Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology should add subjects
on anti-doping to its curricula for elementary, junior and senior high-school pupils, to be
taught in physical education classes.
5) The Japan Sports Association should put greater emphasis on anti-doping in the training
courses for the leaders of sports.
6) National federations of sports should add subjects on anti-doping to the courses for the
qualification of leaders.
Keywords : anti-doping, junior wrestlers, strategies proposed
1.はじめに
2004年に開催されたアテネオリンピックにおい
て,日本選手団の大活躍が多くの感動と勇気を国
民に与え広くスポーツに対する支持を得た｡しか
し,公平なルールの下で最高の技術を競うオリン
ピックという舞台で年々エスカレートするドーピ
ング行為は大きな問題としてスポーツ界に陰を落
としている｡国際オリンピック委員会(以下IOC)
は,この間題を大きく取り上げアンチ･ドーピン
グ活動に力を注いでいるが,年々増加する新種の
ドーピング行為に対して全てを取り締まるまでに
は至っていない｡そこで,競技者,スポーツ団体,
各国政府が中心となって国際的なアンチ･ドーピ
ング活動を行うことを目的に世界アンチ･ドーピ
ング機構(以下WADA)が1999年11月に設立さ
れた(森岡2002)｡アテネ大会はオリンピックと
して初めてWADAが作成した世界アンチ･ド-
ビング規定(WADC)と国際基準が用いられた｡
IOCは競技会検査や選手村内外での競技外検査を
約3000件実施するという史上最大の検査体制で臨
み,選手村開村期間中に24人ものドーピング違反
者を見つけ出した(山揮:2005)｡
我が国においてもアンチ･ドーピング活動を統
括し検査の公正･中立性を保障する国内調整機関
として,財団法人日本アンチ･ドーピング機構
(以下JADA)が2001年9月に設立された(河野
2003)｡また,日本におけるアンチ･ドーピング
活動については表1の通りであり, IOCが積極的
にドーピング問題に取組み始めたのが東京オリン
ピック前後であることを考えると,決して遅いも
のではないといえる｡さらに, WADAの理事構
成は政府サイドとIOCを中心とするスポーツサ
イドによる36名であるが,日本は政府サイド理事
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として選出されると共に,常任理事国として活
動している(河野:2005)｡
IOCだけでなく,各国際競技団体(以下IF)に
おいてもアンチ･ドーピング活動は重要な位置付
けがなされている｡中でも国際陸上競技連盟(以
下IAAF)は,アンチ･ドーピング活動に最も力
をいれている団体であり,ドーピング検査を1968
年から実施している(山揮:2003)｡国際スキー
連盟(以下FIS)は1972年からドーピング規則を
決定し, regular doping test (競技後テスト)を
世界選手権(全試合)やワールドカップ(FIS医事
委員会で指定した試合)で実施し, 1987年から
IOC医事委員会と協調して同じ規則にしている
(栗山ら:2003)｡さらに,国際サッカー連盟
(以下FIFA)はIOCに先駆けて1966年,ワールド
カップ･イングランド大会からドーピングコント
ロールを行っている(大畠:2003)｡このように,
多くの『ではアンチ･ドーピング活動を重要視し,
早くからその対策に取組んでいる｡また,これら
のIFでは,近年out-of-competition doping control
(00CT)と呼ばれる競技会外ドーピング検査も
実施している｡さらに新種法のドーピングを検査
するために,尿検査だけでなく血液検査を実施す
るIFも増えてきた｡中でも国際水泳連盟(以下
FINA)では,世界記録公認のためには,血液検
体と尿検体の併用によるエリスロポエチン(EPO)
検査が必要となっている(鈴木ら: 2003)｡
IOC, WADA,各IFはアンチ･ドーピング活
動を重要施策として捉え様々な取組みを行ってい
る｡しかし,ドーピングを実際に行うのは競技
者側(選手,コーチ,医･科学スタッフ)である
ことから,最も重要視しなければならないのは競
技者側への教育･啓発活動であると言える｡教育･
啓発活動は,シニア選手になってから実施するの
ではなく,代表選手になる前の段階であるジュニ
ア世代に対して行うことが有効な施策と思われる｡
そこで,ジュニア世代への教育･啓発活動をする
ためには,最初にジュニア世代へのアンチ･ドー
ピング活動に関する意識調査を行う必要がある｡
しかし,国内における競技団体(以下NF)のジ
ュニア世代に対して,アンチ･ドーピング活動に
関する意識調査を実施したとの報告は見当たらな
い｡そこで,本研究においては, NFのジュニア
世代へのアンチ･ドーピング活動に関するアンケ
表1.日本におけるアンチ･ドーピング活動の動向
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河野等の資料を基に久木留作成　2005
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-ト調査を行い,その結果からジュニア世代にお
けるアンチ･ドーピング活動の課題を抽出し,ス
ポーツにおける政策を提言することを目的とする｡
2.方法
調査対象
2005年度レスリングJOC杯ジュニアオリン
ピックカップ(ジュニア部門:17歳～20歳)に
参加した全選手522名(男子497名,女子25名)
を対象として, ｢アンチ･ドーピングに対する
意識調査｣を行った｡
回収方法
2005年4月22日の大会受付時に調査目的を説
明し,その後に調査用紙を配布して計量時に回
収を行った｡
3.結果
回答者数: 522名(男子497名,女子25名)｡回収
率100%であった｡
(1)アンチ･ドーピングに関心がある選手は,男
子96名(20%),女子7名(30%)であり,
関心がない選手は,男子240名(48%),女子
6名(26%)であった｡また,どちらでもな
い選手は,男子155名(32%),女子10名(44
%)であった｡また,無回答者は男子6名,
女子2名であった｡
(2) ｢あなたはアンチ･ドーピングに関する情報
をどこから得ていますか(複数選択可)｣と
いう間に対して最も多かったは,男子(113
名)･女子(8名)共に｢監督･コーチ｣,
2番目に多かったは男子(93名)｢テレビ｣,
女子(4名) ｢インターネット｣, 3番目に
多かったは男子(42名) ｢雑誌や専門書｣,
女子(3名) ｢テレビ｣ ｢学校の授業｣, 4
番目に多かったのは男子(40名) ｢学校の授
業｣, 5番目に多かったのは男子(23名)
｢ナショナルトレーニング(合宿)に参加し
て｣,女子(2名) ｢雑誌や専門書｣, 6番目
に多かったのは男子(22名) ｢栄養士｣,女
子(1名) ｢栄養士｣ ｢医師｣ ｢トレーナー｣
｢ナショナルトレーニング(合宿)に参加し
て｣, 7番目に多かったのは男子(19名)｢イ
ンターネット｣, 8番目に多かったのは男子
(16名) ｢トレーナー｣, 9番目に多かったの
は男子(12名) ｢医師｣であった｡その他は
男子･女子共に0であった｡また, ｢情報を
どこで入手したらよいか分からない｣と回答
したのは男子(127名),女子(3名)共に少
なくなかった｡
(3) ｢あなたはレスリング競技にサプリメントは
必要だと思いますか｣という問いに対して,
思うと回答したのは男子346名(71%),女子
12名(48%)であった｡思わないと回答した
のは,男子40名(8%),女子2名(8%),
また,どちらでもないと回答したのは,男子
103名(21%),女子11名(44%)であった｡
また,無回答者は男子8名であった｡
(4) ｢日常の練習でサプリメントは使用しますか｣
という問いに対して,使用していると回答し
たのは男子263名(54%),女子6名(25%)
であった｡使用していないと回答したのは,
男子223名(46%),女子18名(75%)であっ
た｡また,無回答者は男子8名,女子1名で
あった｡さらに, ｢使用していると答えた方で,
主に使用しているものを選んでください(複
数選択可)｣との問いに対して最も多かった
のは,男子(214名) ｢プロテイン｣,女子(5名)
｢ビタミン剤｣, 2番目に多かったのは,男
子(77名) ｢ビタミン剤｣,女子(3名) ｢ブ
ロックタイプの補助食品(カロリーメイトな
ど)｣ ｢ゼリータイプの補助食品｣, 3番目に多
かったのは,男子(42名) ｢クレアチン｣,
4番目に多かったのは,男子(23名) ｢ゼリ
ータイプの補助食品｣,女子(2名) ｢滋養強
壮剤(栄養ドリンク等)｣, 5番目に多かったの
は,男子(7名) ｢滋養強壮剤(栄養ドリン
ク等)｣ ｢その他｣,女子(1名) ｢プロテイ
ン｣ ｢クレアチン｣であった｡
(5) ｢あなたは減量中に利尿剤を使用した経験が
ありますか｣という問いに対して, ｢ある｣
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( 6) と 問答したのは則子 8 ~品 (2 %) .女チ 2~
(8 %)であった。 rない」と Inl得したのは
則子455~古 (95%) . 女 {23名 (92%) であっ
た。また.111~問答者は!JJ-f-20~うであった。
|あなたは問・最後に，I~(i尚やピデミン注射をし
た終験がありますかJという 11]いに対して.
「あるJと問符したのは月子2;¥'，(5 %).女
子 l名 (4%)であった。 rない」と恒|符し
たのは!JJ子455名 (95%).火干例名 (96%)で
あった。また.1l¥問答者は!.JJ子2Or.，であったの
4. 考察
問l以ヰtが100%という 刈いが1泌を仰たJ11!i1とし
ては，今回の制貨を行う に辺り日本レスリング協
会内において， ジλ ニアil!l手のアンチ ・ドーピン
グに対する意抑制公を行う ζとが今後の峨化・育
成I町でlr(J)'.!であるとの問、仰を強化委日会.Aポー
ツ医科学祭只会そして緋判~n会が!ll!l'臨し，アン
ケートの配布，出tl悶を岨l化3昔日会，スポーツ医科
学受付会の各~日が災飾し. 1旦IJ以場所を骨|紅会場
としたよで回収を鮮半IJ袋H会自由nが行うというil
jj~がなされたことが大きな製闘であったと考えら
れる。
アンチ 田 ド』ピングm!Jl.IJに対する関心I~では .
51・Fにおいて|剖心のないilj手が48%と附心のある
逃乎20%を大きく 1".1且lった。女子においては|制心
のある選手30%が.1剥心のない選手26%をよluり
!Jチとは巡の紡扶となった。ζのことから，女子
選手の方が羽子選手よりアンチ・ドーピングm励
に|剥心が向いことが示唆された。しかし， ドー ピ
ング対銃が lOC.名 IF..I0Cにおいても火事な
1.1泌として取り沙汰される中，将米のM本代表選
手候補であるジュニアi盟手がアンチ・ドーピング
図1 あなたはアンチ・ドー ピンヴに関心が晶りますか
円本における7/チ ドー ピyグ削助の現状と服組
に対して|湖心が少ないのは恨擦な川湖であるとい
うことを理llP#する と j~ に. 今後の対策をl，'，~" に考
える必裂があると胤われる。
アンチ・ 1'-ピングに|則する附*f!の入手先とし
てMも多かったのは.~J "Þ:・ :l~に「批'静・コーチ」
であった。この紡米から，改めて指;):1.:1'0の資質の
向上を考える必裂があると .~tわれる " LI本サッカ
ー協会は.r円本代荻の強化Jrジュニア世代の
育成J111;持者のN成」という三位一体の強化節
(仁|本サッカー協会 1998)を打ち1し3大会ilIi
統のワーJレドカップ/1¥坊を公たした。さらに，
JOCにおいては2∞7ipl.立完成予定のナショナJレ・
トレーニング・センター (NTC)1刈に，1・81-に
i岨じるトップコ』チ主主J此を目的としたナショナJレ・
コーチ ・アカデミーの般lUを予定している(Ii'!出r.: 
2005)。この械に，鋭技スポーツにおいてl止81-で
勝つためには揃滋者の資質のIljょが不可欠なもの
であることがJ1lWf.できる。
選手・への釈しいれ'1仰のも1~1)tは，航瞥 コーチの
大切な役制の一つであるのそのために枇併 ・コー
チは'i~' に 11'.しい最新の情報を人下し， 1'1ら'ftj'(の
向上に聖子める:必裂がある。選手をドーピング行ぬ
から守るためには，聡何 コーチがアンチ・ドー
ピング刻印Jに附する情事l収集を'出に行うことがlTi
裂である。
:!JJ子においては40名の帯地哲学校の授3躍で↑j'l械を
仰ていることから， 一部の教~~がィ"1 らかのほ撲で
アンチ 目 ドーピングt~i!llJ)に附するれ'1~~j.蛙供を行 っ
たものと考えられる。このこ とは， 学校における
教育IJi!li曲が有効であることを示唆している。また，
|情報をどこで入手したらよいか分からない|と
|叫符したのは:9)7.(1 27~，) ，広子 (3名)であっ
たことから，比I!史的多くのi担予がアンチ・ドーピ
ングに|則する例制lの人l'を出んでいるものと以わ
円、ある・2.t.い
3どちらでもない
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図2　あなたはアンチ･ドーピングに関する情報をどこから得ていますか(複数選択可)
ll.情報をどこで入手してよいか分からない
10.その他　■0
9.学校の授業
8ナショナルトレーニング(合宿)に馨加して　　~　~~~~~~~~~~~23
6.インターネット　　　　~~~~~~~19
5.韓鮭や専門雷　　　　　　　　　　　　　　　42
4.栄義士　　　　　　　　22
3医師　二二二二12
2.トレーナー　-16
1.監督･コーチ
20　　　　　　　40 60　　　　　80　　　　100　　　　120　　　　140 (名)
図3　あなたはアンチ･ドーピングに関する情報をどこから得ていますか(複数選択可)
ll.情報をどこで入手してよいか分からない
10.その他早0
9.半枚の撫霊　二　　　　　　　　　　　　　　　3
8.ナショナルトレーニング(合宿)に参加して㌣什1
7.テレビ
6.インターネット
5.雑誌や専門書
4.栄霊士　二1　　　　1
3.医師1　　　　1
2.トレーナー｢:　　　　1
1.監督･コーチ
座子l
0　　　　　　1　　　　　　2
れる｡そこで,より多くの選手に確実に正しい情
報を提供するためには,中学校,高校における保
健体育の授業へのアンチ･ドーピングに関する項
目の導入が不可欠である｡そのためには,学習指
導要領にアンチ･ドーピングに関する項目を追記
することが必要であると考えられる｡
現在,スポーツ界のみならず日常的に選手を取
り巻く一般社会においてもサプリメント(栄養補
助食品)はブームになっているという事実がある｡
また,アテネオリンピック前にアメリカでドーピ
ング専用にデザインされたデザイナードラッグ,
テトラハイドロゲストリノン(THG)が使用さ
れていることが発覚し,アテネオリンピックの代
表候補選手,有名プロスポーツ選手,コーチなど
の関係者が栄養補助食品会社と協調してドーピン
グを行っていた疑いがもたれている(植木: 2004)｡
この様な中で,サプリメントがレスリング競技に
必要だと思っている選手は男子において71%,女
子において48%という高い値を示した｡さらに,
日常の練習でサプリメントを使用している選手の
割合は,男子において半数を超える54%であるこ
3　　　　　　4　　　　　　5 6　　　　　7　　　　　8 (名)
とが明らかになった｡ IOCは米国や欧州の業者が
製造した栄養補助食品を対象とした調査を行い,
栄養補助食品634品目のうち, 14.8%にあたる94品
目からドーピング検査で陽性反応となる可能性の
ある成分が検出されたことを発表した(八木:
2002)｡現在,選手はインターネット等の普及に
より,海外のサプリメントを容易に手に入れるこ
とができる｡そのため,指導者は日常的に販売さ
れている物の中にもドーピング検査に引っ掛かる
物があるという事実を選手に情報提供することが
必要である｡
さらに,サプリメントの摂取に関して重要なこ
とは,選手がどの程度正しい知識を得た中で使用
しているのかを把握するということであると考え
られる｡なぜならば,今回の調査の中で｢使用し
ていると答えた方で,主に使用しているものを選
んでください(複数選択可)｣との問いに対して
最も多かったのは､男子(214名) ｢プロテイン｣,
女子(5名) ｢ビタミン剤｣という結果を得たが,
たんばく質の必要摂取量についてIOCのスポーツ
栄養に関する会議によれば,エネルギー摂取量が
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図4 あなたはレスリング競技にサプリメントは必要だと思いますか 図5 日常の練習でサプリメントを使用していますか
ロ1.思う
口2.思わない
聞 3.どちらでもない
男子
女子
図6 使用していると答えた方で，主に使用しているものを選んでください。 軍司
8.その他 御 7
7.漢方薬 '0
6.滋養強壮剤(栄養ドリンク等)
5セリータイプの補助食品 副闘削嗣iJ23
4.1ロック世イフ'の補助食品(カロリー メイトなど) 細 6
3.クレアチン 幽幽幽幽幽幽42
2.ビタミン剤
1.プロテイン
~ 
50 
77 
214 
100 150 200 250 (名)
図7 使用していると答えた方で、主に使用しているものを選んでください。 三百
8.その他 自"0
7.i漢漢方薬 自"目向0 
6 
5.ゼリータイプの補助食品
4.ブロック空イプの補助食品(カロリー メイトなど)
3.クレアチン
2.ビタミン淘1
1.プロテイン
L 
O 
十分なら，幅広いたんぱく質の摂取レベルで除脂
肪組織量を維持できる O また，最近の研究では，
1日当たりのたんぱく質の推奨摂取量だけでなく，
摂取タイミング，他の栄養素摂取との関係，アミ
ノ酸の組成，たんぱく質の消化・吸収速度などが
重要なことが示唆されている(岡村:2004)。この
ことから，競技者は特別にプロテインパウダーを
摂取する必要がない可能性が高く，日常の食事か
ら十分なエネルギーを摂取することがより大切で
あることが理解できる O これらのことから，ジュ
ニア世代の競技者に対するスポーツと栄養に関す
る正しい知識の供給が不可欠であると考えられる。
レスリング競技は，階級制のスポーツであるた
2 
i 
3 
3 
4 
5 
5 (名)
め減量を伴うことが多い。過去には，体重コント
ロールを目的に利尿剤を使用する者が少なからず
いた。また，レスリングだけでなく階級制の競技
においては，過去に利尿剤を使用した減量方法が
用いられることがあった。第36回国民体育大会
(1981年)参加選手に対するウエイトリフテイン
グ選手の減量に関する調査においても利尿剤の使
用が報告されている(岡田:2005)。しかし，現
在 WADAの禁止リストの中に利尿剤が入ってい
る(JADA: 2005) にも関わらず，今回の調査の
中で「あなたは減量中に利尿剤を使用した経験が
ありますかJという問いに対して，男子8名(2%)， 
女子2名 (8%)の者が「ある」と回答した。人
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数的には少数であるが,レスリング協会としてこ
のことを重く受け止め対策を講じる必要がある｡
｢あなたは計量後に点滴やビタミン注射をした
経験がありますか｣という問いに対して, ｢ある｣
と回答したのは男子22名(5%),女子1名(4
%)であったが,点滴についてもWADAでは,
禁止リストの禁止方法の中で,科学的･物理操作
として,正当な緊急医療行為を除き,点滴静注は
禁止される(JADA:2005)とされていることか
ら,現在は医師の処方による場合に限り使用を認
められているが,今後は禁止に傾く可能性がない
とも言えない｡これらのことから,安易に計量後
に点滴やビタミン注射等により回復をしようとい
う考え方を,少なくともジュニア世代では持つべ
きではないと思われる｡
以上のことから, NFにおいてアンチ･ドーピ
ング活動を実施するためには,ジュニア世代から
の教育･啓発活動と共に指導者の質の向上を実施
していく必要があることが明らかになった｡
5.政策提言
各IFおよびNFのアンチ･ドーピング対策は
代表選手を対象とした取組みが多く,オリンピッ
クを始めとした国際競技大会への参加選手がドー
ピング行為を実施しないようにすることを取り締
まるための施策が多い｡実際にはどの薬物が競技
大会においてドーピング行為になるのか,また,
ドーピング行為を行った選手がどういう罰則行為
を受けるのかということを提示することが多い｡
しかし,最終的にドーピング行為を無くすために
は,各選手が自分の意志でアンチ･ドーピングに
取組むことと,最も身近にいる指導者がアンチ･
ドーピングに対する正確な最新の知識を持った上
で指導することが必要である｡そのためには,代
表選手になる前の段階における教育と指導者の養
成が最も重要である｡また,競技によっては,中
学生から代表選手入りする者もいることを考える
と,少なくとも小学生からの段階的なアンチ･ド
ーピングに関する教育･啓発活動が必要である｡
そこで,我が国において選手,関係者のド-ピン
グ行為を事前に防ぎオリンピック等における国際
大会で正々堂々と戦い勝利するためには,政府,
JADA, JOC, JISS,そしてNFがアンチ･ドー
ピングに関する施策を共同で作成する必要がある｡
以下にジュニア･キッズ世代と指導者に対する国
内におけるアンチ･ドーピングに関する政策を提
言する｡
(1) JOCは各NFが実施するジュニア･キッズ世
代での合宿時において,年1回以上のアン
チ･ドーピングセミナーをJADAの協力の下
で行うことを義務付ける｡
(2) JOCはJADAと協力して各NFのジュニア･
キッズ世代に対するアンチ･ドーピングに関
するテキストを作成する｡
(3) JOCとJISSは,協力してサプリメントポリ
シーを作成し各NFに配布する｡
(4)文部科学省は小中高校生の指導要領に保健体
育の授業において,アンチ･ドーピングに関
する項目を加える｡
(5)日本体育協会は指導者講習会においてアンチ
･ドーピングに関する項目を充実させる｡
(6) NFは指導者の資格に関する講習会の中で,
アンチ･ドーピングに関する項目を入れる｡
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